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(57)【要約】
【課題】本発明は、吸水性及び水蒸散性に加え、湿潤時
の耐破断性も兼ね備えた吸水シート構造体を提供するこ
とを課題とする。
【解決手段】本発明は、吸水性シートと、吸水性シート
を収容する収容部を有する液透過性部材と、を備える吸
水シート構造体に関する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸水性シートと、
　前記吸水性シートを収容する収容部を有する液透過性部材と、を備える吸水シート構造
体。
【請求項２】
　前記吸水性シートの厚み（ｍｍ）をＴとし、
　前記吸水性シートを蒸留水に５分間浸漬した後に、５０メッシュの金網上に水平となる
ように１分間静置した場合、
　前記吸水性シートの吸水量は、Ｔ×３００ｇ／ｍ2以上である請求項１に記載の吸水シ
ート構造体。
【請求項３】
　前記吸水性シートの最大面の面積は、１００ｃｍ2以上である請求項１又は２に記載の
吸水シート構造体。
【請求項４】
　前記吸水シート構造体は、他の構造体と接合可能な接合部材をさらに備える請求項１～
３のいずれか１項に記載の吸水シート構造体。
【請求項５】
　前記接合部材は、懸吊用係合部材である請求項４に記載の吸水シート構造体。
【請求項６】
　前記吸水シート構造体は、吊下式吸水シート構造体である請求項１～５のいずれか１項
に記載の吸水シート構造体。
【請求項７】
　前記吸水性シートは、パルプを主成分として含む不織布である請求項１～６のいずれか
１項に記載の吸水シート構造体。
【請求項８】
　前記吸水性シートは、さらにバインダー成分を含む請求項７に記載の吸水シート構造体
。
【請求項９】
　前記液透過性部材は、少なくとも１つの液透過孔を有する請求項１～８のいずれか１項
に記載の吸水シート構造体。
【請求項１０】
　前記液透過性部材は、網目状部材である請求項１～９のいずれか１項に記載の吸水シー
ト構造体。
【請求項１１】
　前記液透過性部材の引張強度は、３０Ｎ／ｍ以上である請求項１～１０のいずれか１項
に記載の吸水シート構造体。
【請求項１２】
　前記液透過性部材は、ポリエステル、ナイロン及びポリエチレンから選択される樹脂を
主成分として含む請求項１～１１のいずれか１項に記載の吸水シート構造体。
【請求項１３】
　前記液透過性部材は、袋状部材である請求項１～１２のいずれか１項に記載の吸水シー
ト構造体。
【請求項１４】
　前記吸水シート構造体は、複数の吸水性シートを備え、
　前記液透過性部材は、各吸水性シートを収容する複数の収容部を有するか、もしくは、
　前記液透過性部材は、複数の袋状部材が連結した部材である請求項１～１３のいずれか
１項に記載の吸水シート構造体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、吸水シート構造体に関する。具体的には、本発明は、吸水性シートを備える
吸水シート構造体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、夏場の強い日差しを遮蔽するために、日よけスクリーンシートやグリーンカーテ
ンが使用されている。日よけスクリーンシートは、太陽の熱線や紫外線を反射させること
で、室内空間の温度の上昇を防ぐ働きをする。また、グリーンカーテンは、日差しを遮蔽
するのみならず、植物の葉表面から水蒸気が蒸散することにより、周辺温度を下げること
もできる。このように水蒸気の蒸散を利用することで、夏場の暑さを和らげる工夫が行わ
れている。
【０００３】
　しかし、このようなグリーンカーテンは、生きた植物により形成されるものであるため
、植物が成長するまでに日数を要したり、手入れに労力がかかることがある。このため、
植物の葉や茎の形に似せた合成樹脂からなるグリーンカーテンも開発されている。また、
吸水性のシートに水を吸水させ、その水分を蒸散させることにより、周辺温度を下げるこ
とを目的とした水蒸散シートもグリーンカーテンの代用品として用いられている（例えば
、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第５８２７７６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　遮光等を目的としたシートは、その目的ゆえにシート面積が大きくなる傾向にある。こ
のため、このようなシートに水分を吸水させた場合、シートの重量が増え、意図しないシ
ートの破損等が生じることがある。また、重量の大きなシートを支えるために、強固な支
持部材や保持部材が必要となるため、設置費用がかさむこともある。
【０００６】
　そこで本発明者らは、このような従来技術の課題を解決するために、吸水性及び水蒸散
性を有するシート構造体であって、水を吸水した際に破損等が生じにくいシート構造体を
提供することを目的として検討を進めた。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するために鋭意検討を行った結果、本発明者らは、吸水性シートを収
容し得る収容部を有する液透過性部材に、吸水性シートを収容することで、吸水性と水蒸
散性を維持したままで、破損等の発生が抑制されたシート構造体が得られることを見出し
た。
　具体的に、本発明は、以下の構成を有する。
【０００８】
［１］　吸水性シートと、
　吸水性シートを収容する収容部を有する液透過性部材と、を備える吸水シート構造体。
［２］　吸水性シートの厚み（ｍｍ）をＴとし、
　吸水性シートを蒸留水に５分間浸漬した後に、５０メッシュの金網上に水平となるよう
に１分間静置した場合、
　吸水性シートの吸水量は、Ｔ×３００ｇ／ｍ2以上である［１］に記載の吸水シート構
造体。
［３］　吸水性シートの最大面の面積は、１００ｃｍ2以上である［１］又は［２］に記
載の吸水シート構造体。
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［４］　吸水シート構造体は、他の構造体と接合可能な接合部材をさらに備える［１］～
［３］のいずれかに記載の吸水シート構造体。
［５］　接合部材は、懸吊用係合部材である［４］に記載の吸水シート構造体。
［６］　吸水シート構造体は、吊下式吸水シート構造体である［１］～［５］のいずれか
に記載の吸水シート構造体。
［７］　吸水性シートは、パルプを主成分として含む不織布である［１］～［６］のいず
れかに記載の吸水シート構造体。
［８］　吸水性シートは、さらにバインダー成分を含む［７］に記載の吸水シート構造体
。
［９］　液透過性部材は、少なくとも１つの液透過孔を有する［１］～［８］のいずれか
に記載の吸水シート構造体。
［１０］　液透過性部材は、網目状部材である［１］～［９］のいずれかに記載の吸水シ
ート構造体。
［１１］　液透過性部材の引張強度は、３０Ｎ／ｍ以上である［１］～［１０］のいずれ
かに記載の吸水シート構造体。
［１２］　液透過性部材は、ポリエステル、ナイロン及びポリエチレンから選択される樹
脂を主成分として含む［１］～［１１］のいずれかに記載の吸水シート構造体。
［１３］　液透過性部材は、袋状部材である［１］～［１２］のいずれかに記載の吸水シ
ート構造体。
［１４］　吸水シート構造体は、複数の吸水性シートを備え、
　液透過性部材は、各吸水性シートを収容する複数の収容部を有するか、もしくは、
　液透過性部材は、複数の袋状部材が連結した部材である［１］～［１３］のいずれかに
記載の吸水シート構造体。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、吸水性及び水蒸散性を有するシート構造体であって、水を吸水した際
に破損等が生じにくいシート構造体を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の吸水シート構造体の構成を説明する斜視図である。
【図２】図２は、本発明の吸水シート構造体の構成を説明する正面図である。
【図３】図３は、本発明の吸水シート構造体の他の構成を説明する正面図である。
【図４】図４は、本発明の吸水シート構造体の他の構成を説明する正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下において、本発明について詳細に説明する。以下に記載する構成要件の説明は、代
表的な実施形態や具体例に基づいてなされることがあるが、本発明はそのような実施形態
に限定されるものではない。なお、本明細書において「～」を用いて表される数値範囲は
「～」前後に記載される数値を下限値及び上限値として含む範囲を意味する。
【００１２】
（吸水シート構造体）
　本発明は、吸水性シートと、吸水性シートを収容する収容部を有する液透過性部材と、
を備える吸水シート構造体に関する。本発明の吸水シート構造体は、吸水性シートを備え
るため、水分を十分に吸水することができ、かつ水蒸散性能を発揮することができる。ま
た、本発明の吸水シート構造体は上記構成を有するものであるため、吸水性シートが水を
吸水した際においても吸水性シートが破断することが抑制される。このように、本発明の
吸水シート構造体は、吸水性及び水蒸散性に加え、湿潤時の耐破断性も兼ね備えている。
【００１３】
　図１は、本発明の吸水シート構造体の構成を説明する斜視図である。図１に示されるよ
うに、本発明の吸水シート構造体１００において、吸水性シート１０は、液透過性部材２
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０に収容される。液透過性部材２０は、例えば、上端部に開口部を有する構造とすること
ができ、この開口部から吸水性シート１０を挿入することで、液透過性部材２０に吸水性
シート１０を収容することができる。
【００１４】
　図２は、本発明の吸水シート構造体の構成を説明する正面図である。図２に示されるよ
うに、吸水性シート１０は、その全部が液透過性部材２０の収容部に収容されることが好
ましい。但し、吸水性シート１０の一部が液透過性部材２０の収容部に収容された状態で
保持されてもよい。
【００１５】
　図２に示されるように、本発明の吸水シート構造体１００は、他の構造体と接合可能な
接合部材３０をさらに備えることが好ましい。接合部材３０は１つのみ設けられてもよい
が、２つ以上設けられることが好ましい。吸水シート構造体１００が接合部材３０を有す
ることにより、吸水シート構造体１００と他の構造体との係合や連結が容易となる。
【００１６】
　本発明の吸水シート構造体は、吊下式吸水シート構造体であることが好ましい。すなわ
ち、本発明の吸水シート構造体は、他の構造体や部材に吊り下げられた状態で使用される
構造体であることが好ましい。吊下式吸水シート構造体は、後述するような接合部材を有
することが好ましく、このような接合部材を他の構造体や部材に係合することで吸水シー
ト構造体を吊下式とすることができる。吸水シート構造体を吊下式吸水シート構造体とす
ることにより、水蒸散性能をより効果的に高めることができる。
【００１７】
　本発明の吸水シート構造体は、１つの吸水性シートと、１つの収容部を有する液透過性
部材２０からなるものであってもよい。また、本発明の吸水シート構造体は、複数の吸水
性シートを備えるものであってもよい。吸水シート構造体が複数の吸水性シートを備える
ものである場合、液透過性部材は、各吸水性シートを収容する複数の収容部を有するもの
であるか、もしくは、液透過性部材は、複数の袋状部材が連結した部材であることが好ま
しい。
【００１８】
　図３及び４は、複数の吸水性シートを備える吸水シート構造体の構成を説明する正面図
である。図３では、１つの液透過性部材が各吸水性シートを収容する複数の収容部を有し
ている。この場合、１つの液透過性部材が複数のポケット状の収容部を有することが好ま
しい。なお、図３では、１つの液透過性部材が２つの収容部を有している例を示している
が、収容部の数は特に限定されるものではない。例えば、１つの液透過性部材に設けられ
る収容部の数は、２つ以上であることが好ましく、３つ以上であることがより好ましく、
５つ以上であることがさらに好ましい。また、１つの液透過性部材に設けられる収容部の
数は、１００個以下であることが好ましく、５０個以下であることがより好ましい。
【００１９】
　図４では、液透過性部材は複数の袋状部材が連結した部材である。この場合、液透過性
部材は、複数の液透過性部材の集合体であると言える。複数の液透過性部材は、各々、接
合部材３０によって連結していることが好ましい。連結した液透過性部材の数は特に限定
されるものではないが、例えば、２つ以上であることが好ましく、３つ以上であることが
より好ましく、５つ以上であることがさらに好ましい。また、連結した液透過性部材の数
は、１００個以下であることが好ましく、５０個以下であることがより好ましい。
【００２０】
　本発明では、吸水シート構造体が複数の吸水性シートを備える場合において、吸水性シ
ート同士を直接的に連結せずに、液透過性部材に複数の収容部を設けたり、また、複数の
液透過性部材を連結することとしている。これにより、吸水性シートが十分量の水分を吸
水した場合であっても、自重や他重により、吸水性シートが破断することがない。また、
吸水シート構造体が複数の吸水性シートを備えることにより、吸水性シートの合計表面積
を大きくすることができ、大面積化が可能となる。このため、本発明の吸水シート構造体
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は、高い吸水性を発揮することができ、結果として、優れた水蒸散性を発揮することがで
きる。
【００２１】
（吸水性シート）
　本発明の吸水シート構造体においては、吸水性シートが十分な量の水分を吸水し、その
水分を徐放することで、水蒸散性能を発揮することができる。このため、吸水性シートは
ある程度の大きさを有し、かつ十分な吸水性能を有することが好ましい。具体的には、１
つの吸水性シートの最大面の面積は、１００ｃｍ2以上であることが好ましく、１５０ｃ
ｍ2以上であることがより好ましく、２００ｃｍ2以上であることがさらに好ましい。なお
、吸水性シートの最大面の面積は、１０ｍ2以下であることが好ましい。吸水性シートの
最大面の面積を上記範囲内とすることにより、十分量の水分を吸水することができ、吸水
した水を徐放することで、優れた水蒸散性能を発揮し得る。
【００２２】
　吸水性シートはシート状体であり、その厚みは特に限定されるものではないが、例えば
、１ｍｍ以上であることが好ましく、２ｍｍ以上であることがより好ましい。また、吸水
性シートの厚みは、１００ｍｍ以下であることが好ましく、５０ｍｍ以下であることがよ
り好ましい。吸水性シートの厚みを上記範囲内とすることにより、水分の吸水と放出がス
ムーズになる。
【００２３】
　厚みがＴ（ｍｍ）の吸水性シートを蒸留水に５分間浸漬した後に、５０メッシュの金網
上に水平となるように１分間静置した場合、吸水性シートの吸水量は、Ｔ×３００ｇ／ｍ
2以上であることが好ましく、Ｔ×４００ｇ／ｍ2以上であることがより好ましく、
Ｔ×５００ｇ／ｍ2以上であることがさらに好ましく、Ｔ×６００ｇ／ｍ2以上であること
が特に好ましい。なお、吸水性シートの吸水量の上限値は特に限定されるものではない。
ここで、吸水性シートの吸水量はシートの単位面積（１ｍ2）あたりの吸水質量であり、
以下の式により算出される。
　吸水量（ｇ／ｍ2）＝（浸漬・静置後の吸水性シートの質量－浸漬前の吸水性シートの
質量）／吸水性シートの面積（ｍ2）
　なお、吸水性シートを蒸留水に浸漬する際には、吸水性シートのすべての面が水面下に
存在するように浸漬を行う。
【００２４】
　吸水性シートの坪量は、５０ｇ／ｍ2以上であることが好ましく、１００ｇ／ｍ2以上で
あることがより好ましく、１５０ｇ／ｍ2以上であることがさらに好ましい。吸水性シー
トの坪量を上記範囲内とすることにより、吸水性及び水蒸散性に加え、湿潤時の耐破断性
を高めることができる。
【００２５】
　吸水性シートは、不織布であることが好ましく、パルプ（パルプ繊維）を主成分として
含む不織布であることがより好ましい。ここで、主成分とは、該成分を５０質量％以上含
むことをいう。吸水性シートにおけるパルプの含有量は、吸水性シートの全質量に対して
、５０質量％以上であることが好ましく、６０質量％以上であることがより好ましく、７
０質量％以上であることがさらに好ましく、８０質量％以上であることが特に好ましい。
なお、吸水性シートはパルプからなる不織布であってもよい。
【００２６】
　パルプとしては、木材パルプ（針葉樹、広葉樹）、ラグパルプ、リンターパルプ、リネ
ンパルプ、楮・三椏・雁皮パルプなどの非木材パルプ、古紙パルプなどの原料パルプから
得られたものが例示できる。原料パルプとしては、機械パルプ（ＧＰ、ＲＧＰ、ＴＭＰ）
、化学パルプ（亜硫酸パルプ、クラフトパルプ）を挙げることができる。中でも、パルプ
としては、木材パルプを用いることが好ましい。
【００２７】
　パルプ繊維の繊維幅は特に限定されるものではないが、繊維幅が１μｍ以上のパルプ繊
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維であることが好ましい。また、吸水性シートは、繊維幅が１μｍ未満の微細繊維状セル
ロース（ナノセルロースファイバー）を含むものであってもよい。吸水性シートに繊維幅
が１μｍ未満の微細繊維状セルロースを含有させることで、吸水性シートの水分保持力を
高めることもできる。
【００２８】
　パルプ繊維の質量平均繊維長は、特に限定されないが、０．０５～５ｍｍであることが
好ましい。パルプ繊維の繊維長を上記範囲内とすることにより、パルプ繊維が吸水性シー
トから脱落することが抑制され、吸水率を高めることができる。
【００２９】
　また、吸水性シートは、さらにバインダー成分を含むものであることが好ましい。バイ
ンダー成分は、パルプ繊維を結着させる働きをすることが好ましい。これにより、吸水性
シートからパルプ繊維が意図せずに脱落することをより効果的に抑制することができる。
【００３０】
　バインダー成分は熱融着性樹脂であることが好ましい。熱融着性樹脂は、加熱により少
なくとも一部の熱融着性樹脂が溶融した後に、溶融樹脂が固まることで、各繊維を結着さ
せる。このような熱融着性樹脂としては、例えば、ポリエチレン（共重合ポリエチレンを
包含する）、ポリプロピレン（変性ポリプロピレン、及び共重合ポリプロピレンを包含す
る）、低融点ポリエステル（例えば低融点ポリエチレンテレフタレート）、低融点ポリア
ミド、低融点ポリ乳酸、ポリブチレンサクシネート、アクリル樹脂、ウレタン樹脂、スチ
レンブタジエン共重合体、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、エチレン－酢酸ビニル共重
合体（ＥＶＡ）等からなる合成繊維を挙げることができる。
【００３１】
　熱融着性樹脂は、単一の樹脂からなる単一繊維であってもよいが、二種以上の樹脂を組
み合わせた複合樹脂であってもよい。例えば、融点の高い樹脂からなる芯部と、芯部の外
周を被覆し、融点の低い樹脂からなる鞘を有する芯鞘型複合樹脂を用いてもよい。融点が
異なる２種の樹脂を組み合わせた形態としては、ＰＥＴ／ＰＥＴ複合樹脂、ＰＥ／ＰＥ複
合樹脂、ＰＰ／ＰＰ複合樹脂、ＥＶＡ／ＰＰ複合樹脂、ＰＥ／ＰＥＴ複合樹脂、ＰＰ／Ｐ
ＥＴ複合樹脂、ＰＥ／ＰＰ複合樹脂を挙げることができる。中でも、芯部にポリプロピレ
ン繊維（融点１６０℃）を用い、被覆層にポリエチレン層（融点１３０℃）を用いた芯鞘
型複合樹脂（ＰＥ／ＰＰ複合樹脂）は好ましく用いられる。このような芯鞘型複合樹脂を
使用する場合には、外側の被覆層が溶融し芯部は溶融しない温度（一例として１４０℃）
の熱風を加えて被覆層のみを溶融することが好ましい。また、本発明では、二種の融点の
異なる樹脂を隣接して配置させた、サイドバイサイド型などの複合樹脂も使用することが
できる。
【００３２】
　熱融着性樹脂の形状は特に限定されず、粉末状、粒状、繊維状、及びそれらを任意に組
み合わせた形状とすることができる。熱融着性樹脂繊維は、捲縮（クリンプ、カール、ス
パイラル）していてもよく、パルプ繊維のようにフィブリル化されていてもよい。
【００３３】
　吸水性シートに含まれるバインダー成分の含有量は、吸水性シートの全質量に対して、
４９質量％以下であることが好ましく、３０質量％以下であることがより好ましく、２０
質量％以下であることがさらに好ましい。
【００３４】
　吸水性シートは、さらに吸水性ポリマー（ＳＡＰ）を含んでもよい。また、吸水性シー
トは、吸水性ポリマー（ＳＡＰ）を繊維化した吸収性繊維（ＳＡＦ）を含んでもよい。こ
こで、吸水性ポリマー（ＳＡＰ）は、高吸水性ポリマーであり、「高吸水性」とは自重の
２０倍以上の水分を吸収可能なことをいう。吸水性ポリマー（ＳＡＰ）としては、澱粉系
、セルロース系、合成樹脂系等のものがあり、澱粉－アクリル酸（塩）グラフト共重合体
、イソブチレン－マレイン酸共重合体、澱粉－アクリル酸エチルグラフト共重合体のケン
化物、澱粉－メタクリル酸メチルグラフト共重合体のケン化物、澱粉－アクリロニトリル
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共重合体のケン化物、澱粉－アクリルアミドグラフト共重合体のケン化物、アクリル酸（
塩）重合体、アクリル酸で架橋されたポリエチレンオキサイド、ナトリウムカルボキシメ
チルセルロースの架橋物、ポリビニルアルコール－無水マレイン酸共重合体の架橋物、生
分解性のあるポリアスパラギン酸のアミノ酸架橋物、Ａｌｃａｌｉｇｅｎｅｓ　Ｌａｔｕ
ｓからの培養生成物等を挙げることができる。中でも、アクリル酸（塩）重合体は好まし
く用いられ、特にポリアクリル酸ナトリウム系樹脂が好ましく用いられる。
【００３５】
　吸水性シートは、上記成分の他に任意成分を含んでもよい。任意成分としては、例えば
、難燃剤、紫外線吸収剤、光拡散剤、消臭剤、香料、着色剤、抗菌剤、防カビ剤等を挙げ
ることができる。また、吸水性シートには、水分含有率を指標となる発色剤を添加するこ
とも好ましい。例えば、吸水性シートの水分含有率が一定値以下となった際に発色する発
色剤を添加することで、給水のタイミングを容易に把握することができる。なお、吸水性
シートにおける任意成分の含有量は、吸水性シートの全質量に対して、２０質量％以下で
あることが好ましく、１０質量％以下であることがより好ましい。
【００３６】
　吸水性シートは、エアレイド法により形成されたシートであることが好ましい。エアレ
イド法とは、乾式不織布の形成方法の一つである。具体的には、上述したパルプ繊維を乾
式で解繊し、解繊した繊維と、必要に応じて各種成分を混合しつつ空気を媒体として走行
する金網上に堆積させることでウェブ（不織布シート）を形成する方法である。なお、ウ
ェブを構成する繊維間はバインダー成分によって結着されることが好ましい。このように
、吸水性シートは、エアレイド法によって形成された不織布（エアレイド不織布シート）
であることが好ましい。
【００３７】
（液透過性部材）
　本発明の吸水シート構造体は、吸水性シートを収容する収容部を有する液透過性部材を
備える。液透過性部材は、水分を透過させる性質を有しているものであれば特に限定され
るものではない。本発明の吸水シート構造体においては、上述したように吸水性シートが
十分な量の水分を吸水し、その水分を徐放することで、水蒸散性能を発揮することができ
る。液透過性部材は、吸水性シートが吸水する水分及び徐放する水分の往来を阻害するこ
とがなく、高いレベルの液透過性を有している。
【００３８】
　液透過性部材は、袋状部材であることが好ましい。液透過性部材は、袋状部材の少なく
ともいずれか一辺に開口部を有することが好ましく、この開口部から吸水性シートの出し
入れが行われる。開口部には、開閉自在な係止部材が設けられていてもよい。例えば、ボ
タンやファスナー、面ファスナーといった係止部材が設けられていてもよい。これにより
、液透過性部材から吸水性シートが意図せずに脱落することを抑制することができる。
【００３９】
　液透過性部材は、水分の透過性をより高めるという観点から、少なくとも１つの液透過
孔を有するものであることが好ましい。液透過孔は、貫通孔であることが好ましく、吸水
性シートが吸水する水分及び徐放する水分の往来を阻害することのない大きさを有するこ
とが好ましい。具体的には、貫通孔の開口部面積は１ｍｍ2以上５０ｍｍ2以下であること
が好ましい。なお、液透過性部材に貫通孔が多数設けられる場合は、貫通孔は、微細孔で
あってもよい。
【００４０】
　液透過性部材は、多数の液透過孔を有するものであることが好ましく、液透過性部材は
網目状部材であることが好ましい。液透過性部材が網目状部材である場合、液透過性部材
は、ネット状シートやメッシュ状シートから構成される部材であることが好ましい。
【００４１】
　液透過性部材の引張強度は、３０Ｎ／ｍ以上であることが好ましく、５０Ｎ／ｍ以上で
あることがより好ましい。液透過性部材の引張強度を上記下限値以上とすることにより、
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吸水性シートが多量の水を吸水した場合であっても、液透過性部材が破断することなく、
吸水性シートを安定的に保持することができる。また、液透過性部材の引張強度を上記下
限値以上とすることにより、吸水シート構造体が複数の吸水性シートを備える場合におい
ても、多数の吸水性シートを保持することが可能となる。例えば、複数の吸水性シートが
吸水して、最上端にかかる重量が１００ｋｇを超えた場合であっても、液透過性部材は破
断することなく、吸水性シートを保持することができる。
　ここで、液透過性部材の引張強度を算出する際には、まず、紙及び板紙の引張特性の試
験方法（定速伸張法）ＪＩＳ　Ｐ　８１１３：２００６に準じて、液透過性部材の最大引
張荷重を測定する。その後、以下の式を用いて、液透過性部材の引張強度を算出する。な
お、液透過性部材の引張強度は、液透過性部材１枚の引張強度である。
Ｓ（引張強度）＝Ｆ（最大引張荷重）／Ｗ（試験片の初期幅）
【００４２】
　液透過性部材は、ポリエステル、ナイロン及びポリエチレンから選択される樹脂を主成
分として含む部材であることが好ましい。中でも、液透過性部材は、ナイロンを主成分と
して含む部材であることが好ましい。ここで、主成分とは、該成分を５０質量％以上含む
ことをいう。なお、液透過性部材を構成する樹脂は、非吸水性であることが好ましく、撥
水性を有していてもよい。
【００４３】
　液透過性部材には加飾が施されてもよい。例えば、色付きの液透過性部材を用いたり、
必要に応じて他の加飾部材を付設してもよい。液透過性部材が複数の袋状部材が連結した
部材である場合は、各袋状部材を異なる色にしたり、装飾を施したりすることで、吸水シ
ート構造体の意匠性や利便性を高めることもできる。
【００４４】
（接合部材）
　図２に示されるように、本発明の吸水シート構造体１００は、他の構造体と接合可能な
接合部材３０をさらに備えることが好ましい。接合部材３０は、他の吸水シート構造体１
００と接合可能な部材であってもよく、吸水シート構造体ではない、他の構造体と接合可
能な部材であってもよい。この場合、他の構造体としては、吸水シート構造体１００を吊
り下げるための構造体や、吸水シート構造体１００を係合するための構造体が挙げられる
。なお、吸水シート構造体１００に複数の接合部材３０が備え付けられている場合は、各
々の接合部材３０の形状や構造は異なっていてもよく、同一であってもよい。
【００４５】
　図２においては、接合部材３０は、液透過性部材２０に取り付けられた別個の部材とし
て描画されているが、接合部材３０は、液透過性部材２０と一体となった部材であっても
よい。例えば、液透過性部材２０の左右側端部に帯状部材を設け、この帯状部材を延出さ
せることで接合部材３０を形成してもよい。この場合、接合部材３０と液透過性部材２０
を構成する材料が共通していてもよい。接合部材３０が液透過性部材２０に取り付けられ
た別個の部材である場合、接合部材３０は液透過性部材２０を他の部材に緊結し得る部材
であればよい。例えば、結束バンド、フック、紐、針金等の部材を挙げることができる。
また、接合部材３０の材質としては、金属、合成樹脂、繊維等を挙げることができる。な
お、接合部材３０を磁石から構成した部材や、接合箇所に磁石を配設した部材としてもよ
い。この場合、磁力により、接合部材の接合箇所を係合することがきできる。
【００４６】
　接合部材が液透過性部材に取り付けられている場合、接合部材は、液透過性部材の上端
側に係合されていることが好ましい。また、係合箇所は、２箇所以上であることが好まし
く、例えば、液透過性部材の上端側の角部近傍であることが好ましい。この場合、接合部
材の取り付け箇所は、液透過性部材の上端縁から、１０ｍｍ以上内側であって、１００ｍ
ｍまでの距離の間にある好ましい。また、接合部材の取り付け箇所は、液透過性部材の左
右端縁から、１０ｍｍ以上内側であって、１５０ｍｍまでの距離の間にあることが好まし
い。これにより、液透過性部材が吸水性シートの重みにより破損することを抑制すること
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ができる。また、吸水シート構造体を他の部材に係合した際に、その安定性を高めること
ができる。
【００４７】
　液透過性部材が、複数の袋状部材が連結した部材である場合は、液透過性部材の下端側
の角部近傍には、接合受け部材が設けられていてもよい。接合受け部材としては、液透過
性部材に環装されたリングホルダー等を挙げることができる。これにより、ある一つの液
透過性部材の接合部材を、他の液透過性部材の接合受け部材に係合することで、複数の液
透過性部材が連結した吸水シート構造体を容易に形成することができる。また、接合受け
部材を設けることにより、接合強度を高めることができ、液透過性部材の破断等を抑制す
ることができる。
【００４８】
　接合部材は、懸吊用係合部材であることが好ましい。すなわち、接合部材は、吸水シー
ト構造体を他の構造体や部材に吊り下げ可能とする部材であることが好ましい。また、接
合部材は脱着可能な部材であることが好ましく、これにより必要に応じて接合様式を変更
することもできる。
【００４９】
　また、接合部材は、吸水シート構造体の連結方向に伸びる一連の紐状部材であってもよ
い。例えば、１本のロープ状部材もしくは１組のロープ状部材に複数の吸水シート構造体
を固定することで複数の吸水性シートを備えた吸水シート構造体を形成してもよい。
【００５０】
（吸水シート構造体の使用方法）
　吸水シート構造体の使用する際には、吸水シート構造体を水分に浸漬する工程を含むこ
とが好ましい。浸漬する工程では、吸水シート構造体を水に浸漬してもよく、また、吸水
シート構造体に水を給水してもよい。給水の方法としては、水分を流入させる方法や、塗
布や噴霧による方法が挙げられる。なお、吸水シート構造体の使用する際には、予め水分
を含浸させた吸水性シートを液透過性部材に収容することで、水分を吸水した吸水シート
構造体を得てもよい。
【００５１】
　図３及び４に示されたように、吸水シート構造体が複数の吸水性シートを備える場合、
最上位にある吸水性シートに水分を給水することとしてもよい。本発明の吸水シート構造
体においては、液透過性部材は水分を透過させるものであるため、吸水シート構造体を懸
吊することで、上流側で給水された水分が下流の吸水性シートにも行き渡ることとなる。
例えば、懸吊状態の吸水シート構造体の最上位の吸水性シートに水分を給水することで、
複数の吸水性シートに水分を行き渡らせることができるため、給水を容易に行うことがで
きる。
【００５２】
　吸水シート構造体から、水分が蒸散した後には、再度給水を行うことで、吸水性シート
に水分を含浸させてもよい。このように、本発明の吸水シート構造体は繰り返しの利用が
可能である。
【００５３】
（用途）
　本発明の吸水シート構造体は、吸水性と水蒸散性能に優れているため、例えば、熱遮蔽
用シート、光遮蔽用シート、冷却用シート、加湿用シートとして用いることができる。ま
た、吸水性シートに各種薬剤や香料等を含浸させることにより、本発明の吸水シート構造
体は、芳香性シートや防虫シート、殺虫シートとして用いることもできる。
【実施例】
【００５４】
　以下に実施例と比較例を挙げて本発明の特徴をさらに具体的に説明する。以下の実施例
に示す材料、使用量、割合、処理内容、処理手順等は、本発明の趣旨を逸脱しない限り適
宜変更することができる。したがって、本発明の範囲は以下に示す具体例により限定的に
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解釈されるべきものではない。
【００５５】
＜製造例１＞
（吸水性シートの作製）
　針葉樹晒クラフトパルプ（ＮＢＫＰ）を気流中で解繊して解繊ＮＢＫＰ繊維とした。こ
れにポリエチレン／ポリプロピレン複合繊維（繊維長５ｍｍ、繊度１．７ｄｔｅｘ）を混
合して、ＮＢＫＰ７５質量部とポリエチレン／ポリプロピレン複合繊維２５質量部からな
るエアレイド用ウェブ原料を得た。
【００５６】
　サクションボックスを有するメッシュコンベヤ上に、キャリアシートとして、坪量５５
ｇ／ｍ2のエアレイド不織布（商品名：難燃性キノクロスＫＦＲ５５、王子キノクロス株
式会社製）を繰り出し、その上に、粉体フィーダーを利用し、１０ｇ／ｍ2となるように
熱融着性樹脂（ポリエチレンパウダー）を散布した。次いで、マットフォーマーを使用し
て、上記で得たエアレイド用ウェブ原料を、坪量が１３３３ｇ／ｍ2になるように落下堆
積させた。さらに、その上に、粉体フィーダーを利用し、７ｇ／ｍ2となるように熱融着
性樹脂（ポリエチレンパウダー）を散布し、キャリアシートとして用いたものと同じエア
レイド不織布を積層して、合計坪量１６００ｇ／ｍ2のエアレイドウェブを得た。
【００５７】
　このようにして得たエアレイドウェブを加熱炉で１４０℃に加熱し、熱加圧ロールで処
理して、坪量１６００ｇ／ｍ2、厚さ２０ｍｍの吸水性シート用不織布を得た。得られた
吸水性シート用不織布の水平吸水量は２００００ｇ／ｍ2であった。この吸水性シート用
不織布を、６０ｃｍ四方の正方形に裁断し、吸水性シートを得た。
【００５８】
（液透過性部材の作製）
　市販のナイロンメッシュ（商品名：＃３０１０ナイロンメッシュ、富士ニツティング製
）を、幅７０ｃｍ、長さ１５０ｃｍに裁断した。断裁したナイロンメッシュ生地を、半分
の長さで二つ折りにし、市販の結束バンド（商品名：ＴＲＪ１００ナイロン結束バンド、
トラスコ中山製）を用いて、断裁したナイロンメッシュの幅方向両端をかがる形で、両端
から５ｍｍのところを１０ｃｍ間隔で結束した。このようにして、上端部の幅方向に開口
部を有する、幅６９ｃｍ、深さ７５ｃｍの袋状に加工し、液透過性部材とした。このよう
にして、複数個の液透過性部材を作製した。
【００５９】
（液透過性部材の支持部材への固定）
　シート構造体を適用する支持部材（接合部材）として、市販の６ｍｍナイロンロープ５
ｍを水平に張った。このナイロンロープの長さ方向に沿って、複数の液透過性部材が連続
して固定されるように、液透過性部材の開口部端辺を固定した。各液透過性部材をナイロ
ンロープに固定する際には、開口部の片側のナイロンメッシュ生地をナイロンロープ上に
重ね、１０ｃｍおきに市販の結束バンドを用いて固定した。固定した液透過性部材の開口
部から、６０ｃｍ四方の吸水性シートを挿入し、吸水シート構造体１を作製した。
【００６０】
＜製造例２＞
　市販の不織布（商品名：ハトシートＸＣＡ６、王子キノクロス株式会社製、坪量８００
ｇ／ｍ2、厚さ６ｍｍ）を吸水性シート用不織布として使用した以外は製造例１と同様に
して、吸水シート構造体２を作製した。なお、ハトシートＸＣＡ６の水平吸水量は、１０
０００ｇ／ｍ2であった。
【００６１】
（評価）
＜吸水量＞
　吸水性シートを蒸留水に５分間浸漬した後に、１分間、５０メッシュの金網上に水平と
なるように静置した。その後、吸水量を以下の式により算出した。
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　吸水量（ｇ／ｍ2）＝（浸漬・静置後の吸水性シートの質量－浸漬前の吸水性シートの
質量）／吸水性シートの面積（ｍ2）
【００６２】
＜引張強度＞
　紙及び板紙の引張特性の試験方法（定速伸張法）ＪＩＳ　Ｐ　８１１３：２００６に準
じて、液透過性部材の最大引張荷重を測定した。液透過性部材の引張強度は、以下の式で
算出される値である。なお、液透過性部材の引張強度は、液透過性部材１枚の引張強度で
ある。
Ｓ（引張強度）＝Ｆ（最大引張荷重）／Ｗ（試験片の初期幅）
【００６３】
（評価結果）
　製造例で得られた吸水シート構造体は、いずれも優れた吸水性を有し、かつ優れた水蒸
散性を発揮した。また、湿潤時の耐破断性も兼ね備えていた。
【符号の説明】
【００６４】
１０   吸水性シート
２０   液透過性部材
３０   接合部材
１００ 吸水シート構造体

【図１】 【図２】
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